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総会にあわせて、事業別優秀組合の表彰も行われました。受賞の組合様、

おめでとうございます。

会員の皆様には、引き続き系統事業の推進の取組をお願いいたします。

機関紙／とちぎ森林
発 行／栃木県森林組合連合会

住 所／宇都宮市西一の沢町8番22号

☎028-637-1450 FAX028-637-1454

URL/http://www.tochimori.or.jp

E-mail/info@tochimori.or.jp
第348号

第72回通常総会の開催

令和5年3月2４日護国会館にて、当会の第７2回通常総会を開催

いたしました。今回は、新型コロナウイルス感染症が収束傾向にな

ったことから、福田富一知事をはじめ、多数の来賓をお招きして開

催しました。

大田原市森林組合代表理事組合長の植竹雅弘氏を議長に選任し、

議事は執行部が提出した令和４年度事業報告及び収支決算、令和５

年度事業計画案などが審議され、全議案とも原案どおり承認されま

事業別優秀組合表彰

あいさつをする代表理事会長 江連比出市

栃木県は、明治6年6月15日に栃木県と宇都宮県が合併して誕生し、令和5年に

150年を迎えます。

それを記念して県では、6月10日に記念イベントを行うほか、各市町や事業体で

関連行事を行います。

県森連でも、栃木県民として関連行事を行い、栃木県誕生150年を盛り上げてい

きます。具体的な行事としては、各木材共販所にて上期では2、3月に春の特別市を

行いました。下期には10、11月にも優良木材展示会を行います。

また、8月最終木曜日には、「森林組合の日」を県内森林組合が一堂に会した全県

大会として行う予定です。

栃木県誕生150年記念行事の開催

技能職員の部

(20年勤続賞）

氏名 職　員　名

久保利幸 鹿沼木材共販所

印南大樹 矢板木材共販所

購買の部

区 分 組　合　名 金  額(千円)

優 秀 賞 粟 野 森 林 組 合 73,325

〃 鹿 沼 市 森 林 組合 69,837

〃 たかはら森林組合 47,771

木材共販の部

区 分 組　合　名 出荷数量(㎡) 金　額(千円)

優 秀 賞 たかはら森林組合 36,401 531,265

〃 那 須 町 森 林 組合 34,201 470,424

〃 粟 野 森 林 組 合 29,384 452,437

森林保険の部

区 分 組　合　名 保険料(千円)

優 秀 賞 大田原市森林組合 10,074

〃 たかはら森林組合 7,599

〃 み か も 森 林 組合 6,108

区 分 組　合　名

優 秀 賞 那 須 町 森 林 組合

〃 粟 野 森 林 組 合

〃 大田原市森林組合

木材共販の部

(出荷量増加3年連続)
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県森連の業務をいち早く覚え、林

業のこれからを担う人材になれる

よう、日々精進してまいります。

栃木県森林組合連合会組織図

県森連での業務では、林業発展

や組合員の皆様の役に立つことを、

県民の森では、皆様に楽しんでい

ただける場所づくりを目標に頑張

ります。

新規採用職員の紹介コーナー

（令和5年５月１日現在）

理事会

所長 蓮実 崇弘

所長補佐 室井 文昭

所長補佐 笹沼 千紘

技師 石澤 彰

木材流通課

業務課 地籍調査室

鹿沼木材共販所

矢板木材共販所

大田原木材共販所

代表理事会長 代表理事副会長 代表理事専務 統 括

監査室

監事会

総 会

総務指導課

課長 潮田 健司

課長補佐(兼) 早坂 健

主任 髙澤 由佳梨

主事(継続) 大月 友子

技師 床井 香月

技師 阿部 旭登

人事育成担当ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 金田 俊男

臨時職員 佐藤 崇

室長(兼) 大嶋 康平

係長 江連 稔理

技師 黒尾 悠介

技師 安延 大輝

課長 大嶋 康平

係長 菅原 拓郎

主任 石川 恵里子

技師 早川 征希

技師 金沢 優気

課長(兼) 福田 泰久

課長補佐 柳澤 利佳子

課長補佐 早坂 健

係長(継続) 田中 幸夫

技師 松岡 佑典

所長 半田 新也

主任 平山 亨

主事 岩橋 美加

所長 神山 清司

所長補佐 軽部 憲昭

主任 屋代 慎一

主任 原田 三千代

室 長（兼） 潮田 健司

監査士（兼） 土谷 英一

監査士（兼） 早坂 健

監査士（兼） 来須 悠佳

監査士（兼） 菅原 拓郎

監査士（兼） 金田 俊男

所長 福田 成芳

主任 来須 悠佳

技師 太田 龍人

臨時職員 小林 裕美子

臨時職員 阿久津 隆

臨時職員 新部 魁理

臨時職員 淵脇 恵理子

臨時職員 山口久善

臨時職員 長塚美代子

県民の森管理事務所（たかはらの森管理グループ）

江連 比出市 深澤 等 佐橋 正美 土谷 英一

統括補佐

福田 泰久

総務指導課
あべ あきと

阿部 旭登

一日でも早く、生まれ育った

栃木県の林業の発展と県内各組

合員様方のお役に立てるよう真

剣に業務に取組み、邁進してま

いります。

業務課
かなざわ ゆうき

金沢 優気

県民の森管理事務所
おおた りゅうと

太田 龍人
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鹿沼木材共販所（3月9日）、矢板木材共販所（2月24日）、大田原

木材共販所（3月2日）にて「春の特別市」を開催いたしました。

今回は栃木県誕生150年記念として、スギ、ヒノキをはじめ、サクラ

やナラの大径木など多くの優良材が出品されました。

春の特別市の開催に際して、各森林組合、組合員の皆様をはじめと

する関係各位には、多大なるご協力を賜り心より感謝申し上げます。

今後も、とちぎ材のPR、ブランド化を推進することで、林業界から

栃木県誕生150年記念を盛り上げていきましょう。

令和5年「春の特別市」を開催

特別市の様子（鹿沼木材共販所）

栃木県産間伐材を利用した自然にやさしい工事看板です。木枠、

表示板のみの取扱もございますので詳しくは、県森連木材流通課

までお問い合わせください。

●A型:表示板サイズ1400×1100・枠サイズ1700×1250

●B型:表示板サイズ1400×550・枠サイズ1700×700

栃木県間伐材工事看板はいかがですか

工事看板（A型） 工事看板（B型）
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総平均単価

スギ柱材

ヒノキ柱材

原木価格の推移について

新型コロナ感染症拡大に伴ったアメリカの住宅建築需要の急増により、令和3年から令和4年にかけて、

ウッドショックで原木価格が高騰しました。その結果、令和4年の総平均単価は平成15年以降、約20年ぶ

りに15,000円/㎥を超え、取扱数量でも過去最高を記録しました。

現在、その反動が見られますが、今後も引き続き安定した木材供給に努めてまいります。ご協力のほど、

よろしくお願いいたします。

出荷数量 販売数量

スギ 4.00m 末口46cm 43,900

ヒノキ 4.00m 末口56cm 193,000

3/9 鹿　沼 5,038 5,038 100% 75,190 14,923 66 ケヤキ 4.20m 末口78cm 160,000

サクラ 4.20m 末口62cm 165,000

ナラ 3.00m 末口72cm 171,000

ヒノキ 4.00m 末口30cm 29,000

ケヤキ 4.00m 末口60cm 40,000

サクラ
3.00～
4.00m

末口30～
32cm

20,100

スギ 4.00m 末口52cm 35,000

3/2 大田原 5,921 5,921 100% 74,979 12,664 43 ヒノキ 4.00m 末口40cm 50,100

サクラ 3.00m 末口70cm 151,000

14,202 14,202 100% 192,807 13,576 136

106% 106% 88% 83% 95%

3,243 100% 42,639 13,149 27

主な優良材の販売価格　　（円/㎥）

合　　計

（前年比）

開催日 会　場
　数　　　量（㎥）

販売率
販売金額
（千円）

平均単価
（円）

応札者

2/24 矢　板 3,243
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私有林では、林家の世代交代や林業への関心の低下等により、所有森林の所在や境界が不明となるなど、

永続的な森林経営管理に支障が生じつつあります。

森林の所在や境界は、国土調査法に基づき1筆ごとに所有者の

立ち合いを求めて行う地籍調査が一般的でした。しかし、山林は

面積が広く、膨大な経費と時間を要します。

そのため、国は航空機等によるリモートセンシング技術を用い

た地籍調査を可能としました。

県では、とちぎの元気な森づくり県民税を財源として、令和元

年から令和９年度までに4,800haを調査することにしており、

今年が折り返し点となっています。しかし、この4,800haを終え

ても民有林121千haの一部であることから、令和10年以降も地

籍調査事業として継続できるよう、関係機関に働きかけを行って

まいります。引き続き、ご協力をお願いいたします。

令和5年度における地籍調査の取組状況

県森連地籍調査事業が林野庁ホームページに掲載されています。

令和５年度において調査する地域

①茂木町逆川

②日光市豊岡・落合

③那須塩原市高林・百村

④大田原市須賀川

⑤那須町伊王野

⑥宇都宮市富屋・城山

⑦栃木市出流

⑧那須烏山市大木須

【該当する地域の皆様、

ご協力お願いいたします。】

県森連の実施する地籍

調査事業が、森林境界の

明確化の取組事例として

林野庁ホームページに掲

載されております。

「森林境界の明確化・施

業集約化」ページのPDF

資料内にて紹介されてお

りますので、

下記QRコードよりご覧

ください。

県森連は、GPSから得られる位置情報の精度を上げるためのRTK機能が付いた測量用ドローンを保有し

ており、誤差数センチでの測量と地図の作成が可能です。

デジタルコンパスを用いて測量する場合、現地を踏査する必要があり手間と時間がかかります。測量用

のドローンを使用すれば、周囲を踏査することなく測量でき、その成果を造林補助金の申請に使用するこ

とが可能です。

最初に1度現地で測量範囲をご案内いただくだけで、その後現地踏査することなく測量の成果をお渡し

することが出来ます。

1日に測量する面積が5ha以上から

承ります。費用、詳細については、

県森連業務課までお問い合わせくだ

さい。

造林補助申請への測量は、県森連のドローンにお任せください！

◆オルソ画像 ◆成果図面（例）
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（１）緑の雇用事業を活用しながら推進してきた人材育成

（２）R5の緑の雇用研修の概要

（３）新規参入者確保に向けた主なアプローチ（計画）

令和5年5月31日 第348号〈５〉

今年度は、15事業体で計95人を対象として実施することとしています。

この研修のうち、就業経験の少ないFW（フォレストワーカー）に対しては、3年をかけて、様々な技能を

身に付けられるよう集合研修できめ細かく知識の習得や資格取得を行うほか、各経営体では指導員が現場

でOJT研修を行っていきます。

さらに、FW研修生を指導する人材として、班長クラスのFL（フォレストリーダー）や総括現場責任者

FM（フォレストマネージャー）などの育成も並行して進めていきます。

なお、FL研修については、茨城県の研修生7名も受入れて実施していくこととしています。

林業の成長産業化に貢献する人材の育成

R5「緑の雇用」研修事業の実施計画 （単位：人）

新規就業者を確保するためには、まず、林業という仕事を幅広く周知し、関心を寄せた方の相談に乗り、

5日間講習：令和5年8月1日～（新規）

20日間講習：令和5年11月1日～

「緑の雇用」事業は、新規就業者を対象に必要とされる知識や技能を向上させることを目的として林野

庁が創設した事業です。平成15年（2003年）に開始され今年で21年目を迎えています。

栃木県での研修実施は、FW及びFL

集合研修、経営体の取りまとめ、監督

検査を栃木県森林組合連合会、安全指

導を林災防栃木県支部が分担して実施

してきています。この期間の中でも、

直近の5年間の経過を振り返りその推

移を紹介します。

特に、受講する研修生の数と栃木

県に投下された国庫助成金は右図の

とおり右肩上がりに上昇してきてい

ます。

緑の雇用創設２0周年

制度創設の初期には、新規就業者の教育だ

けを進めていましたが、現在では、新規就業

者も3ヵ年かけて段階的な研修としているほか、

林業就業の契機となるよう、林業の実際の現場を自分の目で見る「見学会」や林業経営体が直接相談に応

じる「森林の仕事ガイダンス」等、総合的な対策として拡充してきています。

1年次 2年目 3年目

たかはら森林組合 3 2 1 2

粟野森林組合 3 1

那須町森林組合 6 3

鹿沼市森林組合 2 3 3 2 1

那須南森林組合 2 1 3

大田原市森林組合 3 3 3 2 2

芳賀地区森林組合 1 3 2 2

日光市森林組合 2 2 2 1

1 2 5 7 5 2

他県の研修生受入れ 7

12 23 17 14 27 2

森
林
組
合

　　　　　　　計

区分

その他の経営体

経営体名 TR研修
FW研修

FL研修 FM研修

林業の仕事見学 林業就業支援講習（5日間・20日間） 森林の仕事ガイダンス（東京都・宇都宮市）

東京会場：令和5年12月２日

宇都宮会場：令和5年11月18日

令和5年9月30日開催

H30 R1 R2 R3 R4

全研修生数（人） 36 59 50 70 90

59,282 66,340 65,377 88,904 96,838助成金総額（円）

年度

59,282 66,340 65,377 

88,904 

96,838 

20
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H30 R1 R2 R3 R4

緑の雇用研修生数と栃木県に投下された国庫助成金

全研修生数（人） 助成金総額（千円）
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「たかはらの森管理グループ」（栃木県森林組合連合会、たかはら森林組合・高原林産株式会社）は、栃木

県県民の森の指定管理業務を平成25年より開始して、本年で11年目になりました。

新型コロナウイルスの感染が国内で確認されてから3年を経て、本年5月8日には、

感染症法上の位置づけが、季節性インフルエンザと同等の5類感染症に変更となり

ました。新型コロナウイルスの収束傾向に伴い、県民の森への来場者が今後増加す

ることを祈り、イベント等を準備、運営していくこととしております。

今年度は、特にキャンプ場や遊歩道などでの危険木調査、事前伐採を実施し、安心

安全に自然を満喫していただけるよう努めて参ります。

県民の森のコーナー

県民の森では春から秋にかけてキャンプ場

を開設しています。

バンガローや高床式固定テント、持ち込みで

利用できるテントサイトの開設のほか、

Wi-Fiや電源コンセントも設置しており、ワ

ーケーションにもご利用いただけます。

今年度は4月28日から9月30日まで開設

しております。現在ご予約受付中です。

県民の森からのお願い い

県民の森では、毎年多くの方に野鳥観察や野鳥撮影を

楽しんでいただいておりますが、令和3、4年度には、野鳥

の営巣放棄が確認されています。

野鳥にストレスを与えず、野鳥が安心して繁殖できるよ

う、マナーを守りながら、野鳥観察を楽しんでいただきま

すようご協力をお願いいたします。

詳しくは以下のURLより「栃木県/野鳥観察・野鳥撮影に

ついて」をご覧ください。

栃木県/野鳥観察・野鳥観察について
https://www.pref.tochigi.lg.jp/d56/tuukoudome/sannkoutyou.html

渓流釣り場 ニジマスの塩焼き

令和5年度森の集いスケジュール

キャンプ場の様子

キャンプ場 4/28オープン！

渓流釣り場 5/4オープン！2021年春より開設した渓流釣り場も、本年で３

年目の運営となりました。

今年度は例年にも増して大きなニジマスが泳いでお

り、各ポイントとも魚影が濃くなっています。

今シーズンは、5月4日からオープンいたしますの

で、皆様のご来場を心からお待ちしています。

なお、釣り場の営業日や体験料等、昨年度からの

変更点がありますのでご確認の上、お立ち寄りくだ

さい。

ヤマユリ
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お知らせのページ 令和5年10月からインボイス制度が始まります。

商品の販売やサービスの提供などの取引に対して広く課される消費

税を消費者が負担、事業者が売上げに係る消費税から仕入れに係る消費

税を差し引いて納税しています。(仕入税額控除)

本制度では、事業者が仕入税額控除を行うために、仕入先から、登録

番号、正確な適用税率、消費税額等を記載した「インボイス(適格請求書)」

を発行してもらい、保存しておく必要があります。

インボイスは、税務署長の登録を受けた課税事業者のみが発行でき、免税事業者は発行できません。登

録をすると、課税事業者として消費税の申告が必要になります。

また、免税事業者がインボイス発行事業者となることを選択した場合の負担軽減のため、納税額を売上

税額の2割に軽減する激変緩和措置が制度開始の3年間講じられることも決定しています。

なお、取引先が課税事業者または免税事業者の対応の違いについては以下のとおりです。

(参照:林野庁資料)

○県森連が免税事業者から仕入れる場合は、法令に基づきに調達します。

○共販事業では媒介者交付特例等により、出荷者に代わり、県森連が製材工場等に請求します。

○出荷者が、課税事業者か免税事業者かについては、各種帳票で適正に表示し、インボイス制度に

基づいた請求書（精算書）を発行します。

○県森連でも適格請求書発行事業者に登録しました。登録番号は以下の通りです。

当会の適格請求書発行事業者登録番号 【 T8 0600 0500 0668 】

ご不明な点・ご相談は、県森連総務指導課までお問い合わせください。（☎028-637-1450）

インボイス制度の概要

令和5年10日1日よりインボイス制度が始まります。本ページでは、制度の概要と今後の県森連の対応

について簡単にお知らせいたします。

免税事業者の場合
＜売り先との関係＞

① インボイスの発行できない。

② 売り先が消費者、免税事業者、簡易課税事業者である

場合や森林組合、事業協同組合等への委託販売を⾏う場

合は、インボイスの発⾏を求められないため、従前取引

と変更なし

③ 売り先が課税事業者である場合は、売り先が仕⼊税額

控除をできなくなるため、売り先と価格⾯を含め 適正な

取引条件等を検討。

＜仕⼊先との関係＞

特段の対応の必要なし。

国税庁では、特設サイトを開設しています。インボイス制度のより詳しい情報やご質問は以下までお問

い合わせください。

【インボイスコールセンター 国税庁 特設サイト 】

☎0120-205-553 【受付時間】9:00〜17:00（⼟⽇祝除く）

https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/invoice.htm

【農林⽔産省インボイス制度に関する相談ダイヤル（林業・⽊材産業関係）林野庁企画課

☎ 03-3502-8111（内線6064）【受付時間】9:30〜17:00（⼟⽇祝除く）

✉ syouhizei_rinya@maff.go.jp 農林⽔産省 サイト

課税事業者の場合
＜売り先との関係＞

① インボイスの発⾏事業者として税務署⻑の登録を受ける。

② 売り先に発⾏する請求書等に、登録番号、適⽤税率（８％、

10％）、消費税額等を 記載する。

③ 売り先の求めに応じて、インボイスを発⾏する。

＜仕⼊先との関係＞

④ 仕⼊先がインボイス発⾏事業者であるか確認する。

⑤ 仕⼊税額控除のため、仕⼊先からのインボイスを発⾏、保存

⑥ 仕⼊先が免税事業者の場合は、インボイスを発⾏してもらえ

ないため、仕⼊税額控除ができなくなること による影響を踏

まえ、仕⼊先や売り先と価格⾯を含め適正な取引条件等を検討。

県森連としての対応
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森林保険は台風や火災による森林への損害を総合的に補償します。

近年、相次ぐ災害への備えとしてご加入を検討してはいかがでしょうか？

202３度も安全装備品の購入助成があります。

農林中央金庫では、202３年度も林業用安全装備品の購入費の

助成を行います。

① 助成対象団体：労働安全衛生に取り組む森林組合及び連合会

② 助成対象備品：

・一定の防護機能を有する安全装備

（防護ズボン、ブーツ、ヘルメットの他、

特殊クサビ、高視認安全服を追加）

・熱中症防止のための空調服、防虫・防獣用品（通常よりも早

い購入・納品が可能に）

・研修資材（伐倒ガイドレーザー他）

③ 助成率：30%

④ 募集期間：下期募集は9月1日～9月30日まで

お知らせのページ

災害に備える森林保険への加入はお済ですか。

詳しくは、お近くの森林組合 または栃木県森林組合連合会へ！

国体に栃木県産材ベンチを寄贈しました

昨年行われた「いちご一会とちぎ国体」の成功を祈念し、令和

4年9月22日に栃木県国体・障害者スポーツ大会局に対し、農林

中央金庫宇都宮支店と県森連が連携し、木製ベンチ7基を寄贈し

ました。

木製ベンチは、栃木県産材ヒノキが使用されており、木のぬく

もりと県産材の良さを実感できます。ユウケイ武道館おもてなし

広場に設置され、多くの方に利用していただいております。

国体では、環境に配慮したいちご一会とちぎ国体・とちぎ大会

推進宣言の取組が行われました。木製ベンチの寄贈が国体の「お

もてなし」と「環境配慮」に貢献できていれば幸いです。

寄贈した木製ベンチ前で左から県森連江連

会長、大会橋本局長、農林中金伊藤支店長

とちぎ材を使用した木造住宅の新築・増築には県の補助金があります。

県産出材使用料㎥ 補助金額

40㎥以上 60万

35㎥以上40㎥未満 52.5万

30㎥以上35㎥未満 45万

25㎥以上30㎥未満 37.5万

20㎥以上25㎥未満 30万

15㎥以上20㎥未満 22.5万

10㎥以上15㎥未満 15万

5㎥以上10㎥未満 7.5万円

「とちぎ材の家づくり支援事業」では、居住するために木造住宅を新築

する建築主を対象に、県産出材の使用量や条件に応じた補助金(右表)が県よ

り交付されます。

また、県産の石材や漆喰、伝統工芸品（鹿沼組子、日光彫）を内装材に

使用する場合は、補助金が10万円上乗せとなります。

さらに今年度からは、県外に栃木県産材を使用して建築する木造住宅に

対し、栃木県産品と交換できるポイント10万円分の交付も開始しました。

住宅の新築・増築の際にはご検討ください。

詳しくはこちら→


